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第４学年 社会科 学習指導案 

                            

１．小単元名 『刈
かり

谷
や

田
た

川の水害からくらしを守る』 

（教科書：『小学社会３・４下』p.20～35／学習指導要領：内容（４）ア，イ） 

 

２．小単元の目標 

刈谷田川で起こった水害による被害の大きさやそれを防ごうとする数々の取り組みについて調べ，

水害を防ぐために関係機関がそれぞれの特性を生かしながら市民と相互に連携して努力や工夫をし

て体制を整えていることを理解し，様々な取り組みによってわたしたちの生活が安全に守られてい

ることに気づけるようにする。 

 

３．小単元の評価規準 

社会的事象への 

関心・意欲・態度 

社会的な 

思考・判断・表現 

観察・資料活用の 

技能 

社会的事象についての 

知識・理解 

水害から地域を守る

ための取り組みに関心

をもち，市役所を中心と

して，消防署や地域の

人々の取り組みについ

て意欲的に調べたり，地

域や自分の身を守るた

めに，自分にできること

を意欲的に考えようと

したりしている。 

市で起きた水害を調

べて疑問に感じたこと

をもとに学習問題を考

え，適切に表現してい

る。 

水害から地域を守る

ための施設，市役所を中

心とした，関係する諸機

関や地域の人々の協

力・連携について，その

役割や意味を考えると

ともに，地域の一員とし

て自分にもできること

を考え，それらを表現し

ている。 

堤防破損場所や洪水

の起こった場所を地図

資料などから読み取り，

市で発生した水害の実

状を捉えている。 

学校や地域の水害を

防ぐ施設や避難場所の

分布などを地図に正確

にまとめている。 

 

防災，減災のための施

設や避難訓練の意味と

役割，市役所を中心とし

て消防署・関係機関・地

域の人々が相互に協

力・連携しながら地域の

安全を守っていること

を理解している。 

大きな水害が発生し

た場合に予想される被

害や，それに備えるため

に，市や町内会，地域の

人々などが協力してい

ることを理解している。 

 

４．指導にあたって 

（１）児童の実態 

  子どもたちが生まれた年の 7 月 13 日，新潟県見附市では，集中豪雨により刈谷田川の堤防が決壊

し，水害に見舞われた（平成 16 年 7 月新潟・福島豪雨）。子どもたちは 8 月，1 泊 2 日の「防災キ

ャンプ」において，7.13 水害の被害の様子の写真を見たり，その後に作られた防災のための施設や

設備について現地見学会を実施したりして，水害についての一定の知識を得た。 

 前単元「刈谷田川とともに暮らしてきた見附の人々」では，現在の地図と大正時代の地図を比較

し，刈谷田川の流れが変わっていることに気づいた。そして，洪水を防ぐために昔の人々はどのよ
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うな工事をしてきたのか，どのような工夫や苦労があったのかについて調べてきた。 

 明治期に大竹貫一の主導で行われた固定堰の設置について調べる中で，堰の大きさを体感する活

動を行った。このことにより，昔の人々が大変な苦労をして堰を作ったこと，そのおかげで田畑が

潤ったことを理解した。また，大正～昭和初期に行われた刈谷田川の直線化の工事について調べる

中で，曲がりくねった古川跡が現在の町並みにも残されていることを見つけた。さらに当時の人が

手作業で工事を行っていたことを知り，自分の現在の生活が昔の人々の努力によって守られている

ことに気づくことができた。 

 また，話し合い活動に対して意欲的な子が多く，仲間の発表を受けて，関連づけながら話す力が

少しずつ育ってきている。予想を発言する際には，既習事項をもとにした発言が見られるようにな

ってきている。 

 資料をもとに事実を見つけようとするとき，「この写真にある，この地図にある」と，資料の場所

を示しながら発言することを指導してきた。それによって，資料を根拠に話し合う姿が見られるよ

うになってきたが，これらの姿はまだ一部の積極的な子に見られるものである。同じような姿がク

ラス内でより多く見られるように，指導を続けている。 

 

（２）教材について 

刈谷田川は，昔から洪水が多い川であった。大きな洪水だけでも，江戸期 250 年間で 43 回，明治

期 44 年間で 38 回の被害に見舞われている。しかし度重なる改修工事のおかげで，昭和 39（1964）

年を最後に，大きな水害に遭わなくなった。水害を克服したかと思われたが，平成 16 年の約 40 年

ぶりの水害によって，見附市民は未だ刈谷田川との戦いが終わっていないことに気づいた。 

見附市では災害復旧を進める中で，元通りの生活を取り戻すだけではなく，この水害の教訓を生

かして様々な防災対策を行った。ハード面では，川の直線化や越流堤の建設，防災公園の建設，地

下の雨水貯留管の設置，田んぼダムの取り組みなどを行っている。またソフト面では，市総合防災

訓練の実施や気象会社からの雨量情報の収集，水害時の非常配備や避難情報発令基準の設定，市内

小中学校での防災学習の実施，市民への情報発信のための手段を増やす，などが挙げられる。水害

を未然に防ぐ（防災）ための取り組みと，水害が起きてしまっても被害をできるだけ小さくする（減

災）ための取り組みを行い，市民の生活や財産を守ろうとしてきた。 

そして，上記のように行政が中心となって防災への取り組みを進めること（公助）だけでなく，

自分の身を自分で守ること（自助）や，隣近所や町内で互いに協力して避難すること（共助）とい

う考え方の周知，ハザードマップを配布して平時から災害に備えることなど，市民への啓発活動も

行ってきた。そして今日も，水害を未然に防ぐために関係機関が監視を行っている。 

子どもたちが見附市の防災・減災の取り組みを学ぶことで，昔と同様に今も水害を防ぐための努

力を続けていることに気づき，自分の生活とのつながりを捉えることができると考える。必要な情

報をよく吟味し，それらを関連づける思考力や，今までの経験や収集した情報をもとに考え決断し

ていく判断力の育成が期待できる。また，このような活動を通して，言語活動を充実させていくこ

とにより，事実を正確に理解し伝達する力，概念・法則・意図などを解釈し，説明したり活用した

りする力，情報を分析・評価し論述する力が養われることも期待できる。 

そこで，本小単元での中核的な指導内容を，以下のように設定する。   
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＜中核的な指導内容＞見附市では，水害から暮らしを守るために，関係機関と市民とが相互に連携

して対処する体制が整えられていること。 

 

（３）指導上の工夫・留意点 

① 7.13 水害や防災キャンプの経験をもとに，子どもたちとともに学習計画を作る 

   単元の始めでは 7.13 水害の被害を調べる活動を設定する。このことにより，水害から暮らしを守

るための見附市の取り組みを調べようとする意欲を高めることもできる。その際，事実や予想，調

べる方法などを話し合い，学習の大まかな見通しをもたせる。 

 ② 個人による調べ学習場面と，集団による話し合い学習場面を交互に設定する単元構成 

   学習課題の解決に向かう場面では，個人の調べ学習やインタビュー調査の場面を設定し，個人の

情報収集力や情報を選択・吟味する力を養うようにする。その後，集団による検証・話し合いの場

面を設定する。そこでは自分の情報や考えを伝達する力や論述する力を養うことを目的とする。個

の学びと集団の学びが交互に行われることによって，仲間のもつ情報を取り入れた自分の考えの再

構築が促され，社会事象についての理解と気づきが深まっていく。 

  ③ 「社会科日記」の記述を教師が生かす 

     授業の終末に，学習のまとめとして「社会科日記」を記述させる。「今までは（過去）」「今日わか

った（現在）」「よかった発言は（仲間との意見交流）」「これからは（未来）」という４段落構成とし，

子どもたちの考えの傾向を見取る。次の学習課題につながる考えや予想となる考えなどを把握し，

意図的に指名したり，授業中の話し合い場面で発言を促したりして活用する。 

  ④ 話し合い活動では，聞いている子どもたちの意識に重点を置く 

   発言をつなげて発展させるという観点から，発言についてのそれぞれの子どもの反応を表出させ

るための指導・支援を行う。聞き手の子どもたちから，あたたかく真剣な反応を表出させ，また発

展的につなげるような発言を引き出すことに重点を置く。 

 

５．小単元の指導計画（総時数 14時間） 

次 時 ねらい ○学習活動 ・内容 ◎使う資料 ◇留意点 ◆評価 

被
害
の
様
子
や
想
定
を
知
る
（
３
時
間
） 

①
（
つ
か
む
） 

実際に起こった水

害の被害の様子を

聞いたり調べたり

して，これからの

学習に対する意欲

をもつ。 

 

○7.13 水害の被害の様子を調べる。 

・堤防が決壊して洪水になった。 

・今町や名木野，上北谷は大きな被害が

あったが，見附のあたりはあまり被害

がなかった。  

・でももう修理したり工事したりしてい

るよ。 

・自然には勝てない。でも，もう洪水は

いやだ。 

 

◎洪水の様子の写真資料 

◇家族へのインタビュー調査

を行う。 

◇防災キャンプで見聞きした

ことを発言するよう促す。 

◇洪水の被害を受けた家庭や

子どもの実態に配慮し，指導

する。 

◆水害について調べる意欲を

もち，調べる方法を具体的に

考えることができる。 

（関・意・態／ノート，発言） 

水害の被害の様子を，家の人に聞いた

りして，くわしく調べよう。 
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②
③
（
つ
か
む
） 

調べてきたことを

交流し，市の取り

組みについて調べ

ようとする意欲を

もつ。 

○洪水になった場所はどこか調べる。 

・どの町が被害を受けたのかを知りたい。 

・学校はどうだろう？自宅はどうだろ

う？親戚の家は？  

・地図上に表したら，ものすごく広い地

域が被害を受けたことがわかった。 

・水害のない暮らしを目ざしたい。 

・見附市では，洪水で被害を受けないよ

うに，たくさんのことをしているはず。 

 

◎見附市ハザードマップ 

◇学校の周囲は浸水が浅い想

定だが，市全体で見ると大き

な被害が想定される。子ども

たちの視野を市全体へと広

げて考えさせたい。 

 

 

 

 

◇ア・イのどちらから学習を進

めるか，計画を立てる。 

◇どうすれば調べられそうか，

考える。 

◆調べてきたことをすすんで

発表している。被害の様子を

自分なりに捉えている。 

（知・理／ノート，発言） 

 

 

水
害
に
あ
わ
な
い
た
め
の
取
り
組
み
（
６
時
間
） 

④
⑤
（
調
べ
る
） 

課題アについて，

調べる方法を考

え，調べ学習を行

う。 

（個人調べ学習１） 

 

 

 

 

○どのように調べ学習を行うか考える。 

・家族にインタビューして調べてみる。 

・市役所の人にインタビューしてみたい。 

・防災キャンプで見に行ったところが関

係ありそうだ。 

・自分の持ってきた資料から何かわかる

かな。   

 

 

 

◎見附市のウェブサイトや広

報紙など 

◇資料を活用し，個人による調

べ学習を行う。 

◇週末に各家庭でも調査させ

る。その際，学級だよりなど

で各家庭にも協力をお願い

しておく。 

 

◆自分なりに調べる方法を決

め，資料をもとにして具体的

な取り組みを調べることが

できる。 

（技／ノート） 

水害からわたしたちの暮らしを守る

ために，どんなことが行われている

のだろうか。 

ア 水害にあわないようにするため

に，どんな取り組みが行われてい

るのかを調べよう。 

イ それでも洪水が起きてしまった

場合に備えた取り組みを調べよ

う。 

(課題ア)水害にあわないようにする

ために，どんな取り組みが行われて

いるのかを調べよう。 
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⑥
⑦
（
調
べ
る
） 

課題アについて，

個人で調べてきた

ことを交流し，市

が洪水を未然に防

ぐための対策をす

でに複数行ってい

ることを理解す

る。 

 

 

 

 

 

 

○調査内容を交流して，まとめる。 

・「越流堤」から遊水池に流れるようにな

っている。 

・「雨水貯留管」を道路の下に作った。 

・上流のダムの貯水量を増やした。 

・堤防の高さを上げた。川の幅を広げた。 

・「田んぼダム」という取り組みも行って

いる。 

・（アのまとめ）洪水を防ぐために，市役

所を中心にして，こんなにいろいろな

ものが作られていた。「ものを作る」と

いう工夫だ。これならそう簡単に洪水

にはならないんじゃないかな。見附は

すごいな。 

 

 

◎越流堤と遊水池がうまく機

能している様子がわかる動

画 

◇動画を見て，公的な取り組み

や整備について確認する。 

 

 

◇後半では課題イの取り組み

について注目するよう促す。 

◆市の取り組みについて調べ

てきたことを具体的に表現

したり，その取り組みがどの

ように作用して洪水を未然

に防ぐことにつながるのか

を説明したりすることがで

きる。 

（思・判・表／発言，ノート） 

 

 

⑧
⑨
（
調
べ
る
） 

課題イについて，

調べる方法を考

え，調べ学習を行

う。 

 

 

 

 

 

 

（個人調べ学習２） 

 

 

 

 

○どのように調べ学習を行うか考える。 

・家族にインタビューして調べてみる。 

・市役所の人にインタビューしてみたい。 

・見附市の防災訓練にはどんな人が来て

いたのか調べたい。 

・消防署も何か関係があるに違いない。  

 

◇子どもにとって見つけにく

い取り組みだと思われるの

で，調査前に話し合いの中か

ら予想させるとよい。 

 

◆自分なりに調べる方法を決

め，資料をもとにして具体的

な取り組みを調べることが

できる。 

（技／ノート） 

 

 

 

それでも洪水が起きそうになった

ら，どうするのだろう。 

(課題イ)それでも洪水が起きてしま

った場合に備えた取り組みを調べよ

う。 
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水
害
に
な
っ
て
も
安
全
を
守
る
た
め
の
取
り
組
み
（
４
時
間
） 

⑩
⑪
（
ま
と
め
る
） 

課題イについて，

個人で調べてきた

ことを交流し，洪

水になった場合を

想定して，市が被

害を最小限にする

ための対策を複数

行っていることを

理解する。 

 

 

 

 

○調査内容を交流して，まとめる。 

・市の総合防災訓練を毎年行っている。 

・避難情報メールを出してくれる。 

・ハザードマップを見れば，安全に避難

できる。 

・ぼくの家では，避難の時のための食料

や道具を準備している。 

・市内に避難所になる場所がたくさんあ

る。 

・（イのまとめ１）洪水になった時のため

に，たくさんのきまりがあることがわ

かった。「きまりを作る」という工夫だ。  

・（イのまとめ２）洪水になっても，町内

の人や市の担当の人たちが，みんなの

命を守るために協力したり行動したり

していることがわかった。 

 

◇洪水時に備えた取り組みが

しっかりなされていて，安全

性が高まっていることを確

認する。 

◎ゲストティーチャー（見附市

役所の方）の話 

◇各家庭がしっかり取り組ん

でいないと，安全が確保でき

ないことも確認する。 

◆市の取り組みについて調べ

てきたことを具体的に表現

したり，その取り組みがどの

ように作用して洪水の被害

を小さくすることにつなが

るのかを説明したりするこ

とができる。 

（思・判・表／発言，ノート） 

⑫
（
ま
と
め
る
）【
本
時
】 

市が緊急メール以

外の方法でも，安

全に避難するため

の対策を行ってい

ることを理解す

る。 

 

 

 

・何かメール以外の方法があるのではな

いか。 

・メールだけではなく，防災サイレンや，

声の掛け合いなど，近所で助け合う仕

組みによって，みんなの命を安全に守

ろうとしている。 

 

※詳細は後述の本時案にて 

 

 

 

◆学習したことをもとに，自分

にもできる行動があること

に気づいて，具体的に考えて

いる。 

（思・判・表／ノート） 

 

⑬
（
ま
と
め
る
） 

市は，市民を安全

に避難させるため

に，市民の力を活

用していることを

理解する。 

○「みんなの命を守る」取り組みについ

て，くわしく調べる。 

・「防災ファミリーサポート制度」とは，

どういう取り組みなのか。 

・自分だけで避難することが難しい人を

助けるための仕組みをつくっている。  

◎見附市の広報資料 

◇市では，町内会単位で避難行

動要支援者をリストアップ

して，ご近所同士での助け合

い避難を奨励していること

を捉えさせる。 

◆市の制度が，どのように作用

して安全な避難につながる

のかを説明することができ

る。 

（思・判・表／発言，ノート） 

避難情報メールが手に入れられない

人は，どうやって避難するのだろう。 
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自
分
に
も
で
き
る
こ
と
（
１
時
間
） 

⑭
（
深
め
る
） 

これまでの学習を

生かして，見附市

の取り組みを知ら

せる活動をした

り，自分の家族の

洪水への備えを確

認して，実生活を

振り返ったりす

る。 

○家族や市民に向けて，水害に備えた取

り組みについて知らせる。 

・洪水に対して，取り組んできたことを

まとめたい。 

・家族に，洪水への備えを伝えて，家族

でもできることや役割分担を話し合い

たい。 

・自分の町内会では，助け合いの仕組み

ができているのか，よく調べてみたい。 

 

◇様々な発信方法，表現方法を

想起させ，個人の関心に基づ

いて方法を決めたあと，作業

を進める。 

 

◆これまでの学習事項を活用

して，相手を意識しながらま

とめることができる。 

（思・判・表／まとめ新聞） 

 

 

６．本時の指導（第 12時） 

（１）本時のねらい 

   洪水が起きたとき，緊急メールに登録していない人でも安全に避難できるようにするための見附

市の取り組みを調べる活動を通して，防災サイレンも避難情報になっていることや，市民が互いに

助け合って避難できるように毎年の避難支援訓練を行っていることを理解し，これから自分にもで

きることがあるのではないかと気づくことができるようにする。 

    

（２）本時の展開 

時配 ○学習活動 T：発問 C：児童の反応 ◎使う資料 ◇留意点 ◆評価 

10 分 ○学習問題に対する予想を出し合う。 

 

 

 

 

 

T：前の時間に書いた予想を発表してください。 

C：お年寄りの多い地域にはサイレンが多く，若者の多い地

域にはサイレンが少ないという，サイレンの多さの違いと

いう工夫があると思う。 

C：防災サイレンを聞いたあと，パソコンで調べれば，情報

がわかると思う。 

C：サイレンが使われている。音の秒数に違いがある。 

C：近所の人が知らせる。 

C：前もって町内の避難訓練をちゃんと行っている。 

C：高齢者やしょうがいのある人のために，車いすを用意し

ている。 

 

◇前時に問題意識を高めて学習

問題を成立させておき，その予

想をもった状態から始める。 

 

 

 

 

◇前時までに得られた情報をも

とに，妥当性のある予想が出さ

れているかを見取る。 

★学習問題（前時からの問題意識） 

きんきゅうメールに登録していない人を安全にひなん

させるために，見附市はどのようなくふうをしているの

か。 
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30 分 

 

○様々な資料をもとに，見附市の取り組みを調べる。 

T：市の資料から，見附市が行っている工夫を考えましょう。 

C：メールだけでなく，サイレンでも避難情報を知らせてい

る。 

C：メールやサイレンで三つの情報が伝えられる。 

C：自分の力で避難できない人をリヤカーに乗せて運ぶ，避

難支援訓練をしている。 

 

 

 

 

C：「避難支援訓練」って，何をしているの？ 

T：この写真から，避難支援訓練について考えてみましょう。 

C：動けない人をリヤカーに乗せて，助ける訓練だ。 

C：大人だけでなく，中学生も人を助ける訓練をしている。 

C：中学生はすごい。人助けをすることができる。 

 

 

 

 

C：僕たち小学 4年生でもできることがあるんじゃないかな。 

 

◎見附市ウェブサイト「年に一度

の防災訓練」 

◇「避難準備情報」「避難勧告」

「避難指示」の具体的な内容を

おさえる。 

 

◎サイレン音のイメージ（音声） 

 

 

 

 

 

◎写真ア「大人の避難支援訓練」

とイ「中学生の避難支援訓練」 

◇ア→イと順に提示する。 

 

◎写真ウ「防災キャンプ」 

 

◇市の働きかけに対して，市民が

応えているという関係性を捉

えさせる。 

5 分 ○今日の学習のまとめを表現する。 

T：皆さんにもできることは，どんなことでしょう？今日の

学習を「社会科日記」にまとめましょう。 

C：メールを使わないお年寄りも，サイレンを聞いて安全に

避難できる。近所の人と助け合うことで，みんなが安全に

なる。僕は近所のお年寄りに，一緒に逃げようと声を掛け

ることができる。来年の訓練に参加したい。 

C：メール以外にもサイレンで避難の情報を教えてくれてい

る。自分にも，妹の友達と手をつないであげることはでき

る。みんなで安全に避難したい。 

 

 

 

 

 

◆学習したことをもとに，自分に

もできる行動があることに気

づいて，具体的に考えている。 

（思・判・表／ノート） 

 

 

【わかったこと】 

①見附市は，サイレンも使って避難の情報を伝えている。 

②見附市は，避難支援訓練を行っている。 

【わかったこと】 

見附市の人たちは，助け合って避難できるように，毎年

６月に訓練をしている。 


